
消費生活論
Consumer life theory123141079 村上　仁美 2 選択 4前期

科目の概要
　この授業では，消費活動や消費者をめぐる問題について，経済学と法律の視点から理解を深める。消費活動は日常生活と密接に関わっており，適切な知識と判断力を身につけるこ
とは，自立した生活を送るうえで重要である。本授業では，消費に関する経済学的な考え方や消費生活に関する法律を学び，消費に関する専門的な知識と実務的理解を深めること
で，生活設計や将来の職業にも活かすことのできる実践的な能力の習得を目指す（DP3）。
　具体的には，合理的に判断し自己利益を追求する「経済人（ホモ・エコノミクス）」を前提とする伝統的な経済学の考え方に加え，実験や心理学の知見を取り入れた行動経済学を
学び，人々の実際の意思決定の特徴を理解する。また，消費生活に関する法律を学ぶことで，日常生活で生じる消費者問題に適切に対応するための基礎的知識を身につける。これら
の学習を通して，消費者として主体的に判断し行動する力を養い，地域や社会の課題に向き合い貢献する姿勢を育成することを目指す（DP6）。

学修内容 到達目標

① 消費者行動について，伝統的な経済学および行動経済
学の理論を通して，消費の意思決定の仕組みを学修する
② 家計が直面してきた消費者問題とその社会的背景を理
解し，消費者政策の展開について学修する
③ 製品の安全確保，消費者情報の保護，価格表示の規制
など，消費生活に関わる法制度の仕組みと役割について学
修する

① 消費者行動について，従来の経済学の枠組みと行動経
済学の考え方の違いを理解し，人間の心理的要因が消費行
動に与える影響を説明できる
② 消費者問題に対して政府や関連団体がどのような対策
を講じてきたのかを理解し，その意義を説明できる
③ 消費生活に関わる法律の基本的な内容を理解し，トラ
ブルを未然に防ぐための判断ができる

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 日々の生活を何となく送るのではなく，なぜ自分がそのような行動をとったのかを意識
し，客観的に捉える

働きかけ力

実行力 新聞，テレビ，インターネットなどから消費者問題に関する情報を収集する

考え抜
く力

課題発見力 日常生活において，どのような消費者問題が生じる可能性があるか考えてみる

計画力

創造力 実際に生じた消費者問題の原因と解決策を考えてみる

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

グループワークおよびグループディスカッションでは，自分の意見を言うことができる

教員の講義および他の学生の発言に耳を傾け，理解することができる

無断欠席，遅刻をせず，授業に集中することができる

テキスト及び参考文献
テキスト：神山　久美等（編）『新しい消費者教育－これからの消費生活を考える－第3版』慶應義塾大学出版会，2026年，1,980円（税込）
参考書：細川幸一『大学生が知っておきたい消費生活と法律 第2版』慶應義塾大学出版会，2023年，2,200円（税込）

他科目との関連、資格との関連

この授業は，『ビジネス・地域活性の科目群』に属しています。
また，経済学，社会学，法学など社会科学に分類されるさまざまな知識を活用します。具体的には，「心理学」「社会
学」「日本国憲法」「生活学概論」「生活経済論」「地域の暮らしと生産」と関連します。

学修上の助言 受講生とのルール
・積極的に新聞，テレビ，インターネットなどを閲覧し，社会や経済の動向
を注視してください。この授業は，みなさんの身近なトピックを扱うため，
世の中に目を向けることが授業のおもしろさにつながると思います。
・予習は，その週の授業内容に関心を持つ，復習は，その週の授業内容をよ
り深く理解するという意図で出しています。

授業内容につながりがあるため，実習，病気などで授業を欠席する
場合は，他の受講生に連絡し，配布物を貰っておき，次の授業まで
に目を通しておいてください。また，授業時間内にGoogle
Classroomを使用するので，スマートフォン，タブレットなどを持参
してください。
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別
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

授業に積極的に参加し，授業内容の修得に熱心である。
筆記試験において，授業で学習した内容および小テスト
（復習プリント）に関連する基礎＆応用問題を解くことが
できている。また，ディスカッションでは，事前にテーマ
に関する情報を収集し，デスカッション中には，傾聴・発
言がともに出来ている。さらに，他の学生の意見もふま
え，多角的な視野に立ったレポートを作成することができ
ている。

授業に積極的に参加している。
筆記試験において，授業で学習した内容および小テスト
（復習プリント）に関連する基礎問題を解くことができて
いる。
また，ディスカッションでは，傾聴・発言がともに出来て
おり，適切な表現で，自分の意見をレポートにまとめるこ
とができている。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

60

講義で学習した内容を理解しているのかを確認します。また計算問題
では，適切な解法を使っているか，計算の過程も評価します（部分点
あり）。

筆記試験での出題割合
　知識の獲得（各章のキーワードの意味を問う問題）50%
　知識の活用（小テストの類似問題）30%
　知識の解決（グループディスカッションのテーマに関して，その具
体的な改善策を提案する問題）20%

② ✓

③ ✓
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

10

到達目標①に関する復習プリントに取り組み，基礎力を身に付けることを目的とし
ます。
（お友だちとの相談＆レジュメ等の参照OK）

＊内容の出来・不出来は問いませんので（提出で10点加点）、学期末試験までに解
けるようにしておいてください。

小テストでの出題割合
  知識の獲得 （重要用語を問う問題）50%
　知識の活用 （図から読み解く問題）30%
　知識の解決 （計算問題）20%

②

③小テスト

①

20

第８回目のグループワークおよび第15回目のグループディスカッショ
ンに参加し，その結果をレポートとしてまとめる。（200字程度の予
定）

＊内容の質に関しては重要視しません。

　知識の獲得 （講義内容の理解）35%
　知識の活用 （グループワークでの活用）35%
　知識の解決 （グループワークの結果のまとめ）30%

② ✓

③ ✓レポート

①

0

②

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

①

10

（主体性＆実行力）
各授業のトピックを新聞・書籍・ネットなどを使って調べる⇐授業の最後に配布するシートで
チェック
（課題発見力）
各授業のトピックを自分なりの視点で見ることができる。⇐授業の最後に配布するシートで
チェック
（発信力）
ディスカッションに積極的に参加していない。⇐減点
（傾聴力）
話を聞く姿勢ができていない。⇐減点
（規律性）
講義に支障をきたす行動などは減点する。⇐減点

②

③
社会人基礎力
（学修態度）



授業に積極的に参加している。
筆記試験において，授業で学習した内容および小テスト
（復習プリント）に関連する基礎問題を解くことができて
いる。
また，ディスカッションでは，傾聴・発言がともに出来て
おり，適切な表現で，自分の意見をレポートにまとめるこ
とができている。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

ガイダンス
＊授業の進め方と評価方法を
理解する。また，シラバスを
用いて，この授業の学修内容
や学修目的などを理解する。

序章　自由貿易について考え
てみよう
＊簡単な経済モデルを使っ
て，自給自足と貿易のどちら
か効率的か考えてみる

講義およびGoogle
Formsによる確認問題
＆問題のフィードバッ
ク

シラバスをよく読み，
この授業の目的，内
容，学修の到達目標を
理解している。また，
受講上の注意点を理解
している。

＜予習＞
①前回授業以降の気になるNEWS
を調べるとともに，消費者庁リ
コール情報サイトからリコール
情報を1件確認する
　（毎回，出席確認時に，アン
ケート形式で確認します）
②テキストの目次を確認し，授
業への関心を深める
＜復習＞
シラバスで受講上の注意点など
を確認する

180
主体性
傾聴力
規律性

2

第1章　消費者行動の理論
＊伝統的経済学における消費者行動
の理論を学ぶ。効用の概念（基数的
効用と序数的効用）を確認し、無差
別曲線の意味とその特徴を理解す
る。さらに、予算制約線との関係か
ら消費者均衡を導出し、所得の変化
が消費選択にどのような影響を与え
るのかを分析する。所得消費曲線を
通じて正常財と劣等財の違いを整理
し、消費決定の理論的枠組みを理解
する。

講義およびGoogle
Formsによる確認問題
＆問題のフィードバッ
ク

効用の概念および無差
別曲線の性質を説明で
き、図を用いて消費者
均衡の決定過程と所得
消費曲線の導出を示す
ことができる。また、
正常財と劣等財の違い
を具体例を用いて説明
できる

＜予習＞
①前回授業以降の気になるNEWSを調べる
とともに，消費者庁リコール情報サイト
からリコール情報を1件確認する
②無差別曲線および正常財・劣等財の概
念について，生活経済論で学修した内容
を思い出し，事前に復習しておく。
＜復習＞
配布したレジュメを読み返し，無差別曲
線と予算制約線を自ら図示し、消費者均
衡がどのように決定されるかを説明でき
るようにする。また、所得の増加が消費
選択にどのような影響を与えるかを図で
示し、正常財と劣等財の違いを整理して
おく

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

3

第2章　市場の機能とその限界
＊市場メカニズムがどのよう
に資源配分を行うのかを確認
し、完全競争市場が成立する
ための条件を学ぶ。そのうえ
で、独占、外部性、公共財、
情報の非対称性などにより市
場が効率的に機能しない場合
があることを理解し、これら
が消費者問題とどのように関
連しているかを検討する。

講義およびGoogle
Formsによる確認問題
＆問題のフィードバッ
ク

市場均衡の仕組みおよ
び完全競争市場の条件
を説明できる。また、
独占や外部性、情報の
非対称性が市場の失敗
を引き起こす理由を具
体例とともに説明でき
る。

＜予習＞
①前回授業以降の気になるNEWSを調べる
とともに，消費者庁リコール情報サイト
からリコール情報を1件確認する
②新聞，テレビ，インターネットなど
で，「市場がうまく機能していない」と
考えられる事象を探し，その問題点をあ
げておく
＜復習＞
配布したレジュメを読み返し，完全競争
市場の成立条件を整理し、それぞれの条
件が崩れた場合にどのような問題が生じ
るかを説明できるようにする。また、外
部性や情報の非対称性の具体例を挙げ、
市場の失敗との関係を確認しておく。

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

4

第3章　合理性の限界と消費者行
動
＊伝統的経済学が前提とする合
理的経済人モデルの限界につい
て学ぶ。限定合理性の概念や
ヒューリスティクスの働き、フ
レーミング効果などを取り上
げ、実際の消費者が必ずしも合
理的に行動しない理由を検討す
る。これにより、消費者問題の
背景にある心理的要因を理解す
る。

講義およびGoogle
Formsによる確認問題
＆問題のフィードバッ
ク

合理的経済人モデルの
前提を説明でき、その
限界を具体例とともに
示すことができる。ま
た、代表性ヒューリス
ティックや利用可能性
ヒューリスティックが
消費行動に与える影響
を説明できる。

＜予習＞
①新聞・テレビなどで，その週の経済
トピックを調べる
②自分の普段の行動を振り返ってみ
て，どのような行動が合理的でないか
考えて，書き留めておく
＜復習＞
配布したレジュメを読み返し，合理的
経済人モデルの仮定を整理し、その仮
定が現実の消費行動とどのように異な
るかを説明できるようにする。また、
日常生活におけるヒューリスティック
の具体例を挙げて確認しておく。

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

5

第4章　行動経済学の基礎理論
＊行動経済学の基礎理論を学
ぶ。プロスペクト理論を中心
に、損失回避や参照点依存性
などの概念を理解し、消費者
が利得よりも損失を強く意識
する傾向について検討する。
また、時間割引や現在バイア
スなど、時間に関わる意思決
定の特徴についても学ぶ

講義およびGoogle
Formsによる確認問題
＆問題のフィードバッ
ク

プロスペクト理論の基
本的な考え方を説明で
き、損失回避や現在バ
イアスの内容を具体例
とともに説明できる

＜予習＞
①前回授業以降の気になるNEWSを調
べるとともに，消費者庁リコール情
報サイトからリコール情報を1件確
認する
②「主観」と「客観」について調
べ，その違いを書き留めておく
＜復習＞
配布したレジュメを読み返し，損失
回避と現在バイアスの具体例を自ら
挙げ、それらがどのように消費行動
に影響を与えるかを説明できるよう
にする。

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

6

第5章　ナッジ理論と消費
者政策
＊第4章で学んだ行動経済
学の理論を踏まえ、ナッジ
理論の基本的な考え方を学
び、選択アーキテクチャの
設計が消費者の意思決定に
どのような影響を与えるの
かを理解する。

講義およびGoogle
Formsによる確認問題
＆問題のフィードバッ
ク

ナッジの特徴とその目
的を説明でき、具体例
を挙げて消費者政策へ
の応用を説明できる。

＜予習＞

＜復習＞
配布したレジュメを読み返
し，身近な場面におけるナッ
ジの例を挙げ、それがどのよ
うに行動変容を促しているか
を説明できるようにする。ま
た、ナッジの利点と課題につ
いて整理しておく。

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

7

小テスト（復習プリン
ト）
＊第2週から第6週まで
の授業内容に関するま
とめプリント

講義（小テスト＋答え
合わせ・解説）
＊お友だちと相談＆レ
ジュメ等の参照OK

復習プリントの内容を
理解し，応用問題に
チャレンジできる
（定期試験で，応用問
題を出題する予定）

＜予習＞
➀前回授業以降の気になる
NEWSを調べるとともに，消費
者庁リコール情報サイトから
リコール情報を1件確認する
②これまでのレジュメを揃え
ておく
＜復習＞
授業中に分からなかった問題
の解答を十分に理解する

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

グループワーク（行動経済
学とナッジ理論）
＊行動経済学とナッジ理論
を用い、消費生活上の社会
的課題を取り上げ、行動変
容を促す具体的な取り組み
を検討する。あわせて、
ナッジを活用した消費者政
策の可能性について理解を
深める。

グループワーク＆レポート作成
＜レポートの作成方法の参考＞
【津田塾大学 ライティングセン
ター 】レポートの書き方
https://twc.tsuda.ac.
jp/news/202007/20200708000000
455.html
＊本レポートにタイトルページ
や目次，参考文献をつける必要
はありません。文章構成の参考
に使用してください。

他の学生の意見を聴く
とともに，自分の考え
を伝えることができる

＜予習＞
①消費者の脆弱性やネット社会の課題
に関するニュース記事を1つ調べてお
く
②第４章，第５章のレジュメを見直
し，プロスペクト理論およびナッジ理
論について理解しておく。
＜復習＞
取り上げた課題の問題点を整理し、行
動経済学的な視点からナッジを用いた
解決策をまとめるとともに、その効果
と限界について考察する。（レポー
ト）

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

第6章　法律と消費者教
育
*法の形式，法の分類，
法秩序の諸原則といっ
た法律に関する基礎知
識を学ぶ。また，消費
者教育の目的やその体
系について理解する。

講義およびGoogle
Formsによる確認問題
＆問題のフィードバッ
ク

法の形式，法の分類，
法秩序の諸原則を説明
でき，法律間の優先順
位を示すことができ
る。また，消費者教育
の目的とその取組みに
ついて具体的に挙げる
ことができる。

＜予習＞
①前回授業以降の気になるNEWSを調
べるとともに，消費者庁リコール情
報サイトからリコール情報を1件確
認する
②テキストの第1章・第2章を読み，
消費者教育の目的と歴史的背景を理
解しておく
＜復習＞
テキスト第2章2節の消費者教育の歴
史について，その出来事を年表にし
ておく（簡単でいいです）

180

実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性
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第7章　消費者の安全に関する制
度
＊商品の安全性の関連法令とし
て，消費者基本法や消費者安全
法など，食品の安全性の関連法
令として食品安全基本法や食品
表示法などを取り上げ，その法
律の目的と経緯を学ぶ。また，
PSCマーク制度など安全を守るた
めの制度としてどのようなもの
があるのかも学ぶ。

講義およびGoogle
Formsによる確認問題
＆問題のフィードバッ
ク

消費者安全法や食品安
全基本法など消費者の
安全・安心にかかわる
法律と関連する制度の
目的を説明することが
できる

＜予習＞
①前回授業以降の気になるNEWSを調
べるとともに，消費者庁リコール情
報サイトからリコール情報を1件確
認する
②新聞・書籍・ネットなどを用い，
商品と食の安全性が脅かされた事例
を調べる
＜復習＞
テキスト第6章および配布したレ
ジュメを読み返し，その法律や制度
がどのような経緯でつくられたのか
を復習しておく

180

実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性
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第8章　契約と法律
＊契約の成立要件や無
効・取消・解除の違い
を整理し，消費者契約
法および特定商取引法
の基本的な保護制度に
ついて理解する。

講義およびGoogle
Formsによる確認問題
＆問題のフィードバッ
ク

悪質商法に直面した場
合に，契約の取消や
クーリング・オフの可
否を判断し，消費者保
護制度や相談窓口を適
切に利用できる。

＜予習＞
①前回授業以降の気になるNEWSを調べ
るとともに，消費者庁リコール情報サ
イトからリコール情報を1件確認する
②新聞・書籍・ネットなどを用い，悪
質商法の事例を調べる
＜復習＞
テキストの第7章および配布したレ
ジュメを読み返し，悪質商法に直面し
た場合に取るべき対応を整理し，契約
の取消やクーリング・オフ制度など，
消費者を保護する仕組みを説明できる
よう復習する。

180

実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性
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第9章　販売信用と消
費者金融
＊クレジットカードや
販売信用の仕組みを理
解し，消費者金融に関
する規制と消費者保護
制度について学ぶ。

講義およびGoogle
Formsによる確認問題
＆問題のフィードバッ
ク

クレジットカード利用
に伴う主なリスクを理
解し，支払停止の抗弁
権やカード会社への異
議申立てなど，利用可
能な消費者保護制度を
説明できる。

＜予習＞
①前回授業以降の気になるNEWSを調べ
るとともに，消費者庁リコール情報サ
イトからリコール情報を1件確認する
②新聞やネットなどで，借金トラブル
について調べる
＜復習＞
テキストの第9章および配布したレ
ジュメを読み返し、クレジットカード
やリボ払いの仕組みとリスクを理解
し，トラブルが生じた場合に利用でき
る消費者保護制度について説明できる
よう復習する。

180

実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性
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第10章　ネット社会と
消費者トラブル
＊インターネット取引
やSNS利用に伴う消費
者トラブルの特徴を整
理し，安全に利用する
ための知識を学ぶ。

講義およびGoogle
Formsによる確認問題
＆問題のフィードバッ
ク

ネット取引における主
なリスクを整理し、契
約条件の確認や相談窓
口の活用などの具体的
な予防策を説明でき
る。

＜予習＞
①前回授業以降の気になるNEWSを調べ
るとともに，消費者庁リコール情報サ
イトからリコール情報を1件確認する
②ネットなどで，ネット取引の危険性
に関する記事（過去の事件など）を探
す
＜復習＞
テキストの第10章および配布したレ
ジュメを読み返し，通信販売，個人間
取引，フィッシング等のネットトラブ
ルの特徴を整理し，安全に利用するた
めの対策を確認する。

180

実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性
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第11章　消費者の責任
と企業の責任
＊消費者の8つの権利と
5つの責任，および企業
の社会的責任（CSR）の
内容を理解し，消費者
と企業が果たすべき役
割について学ぶ。

講義およびGoogle
Formsによる確認問題
＆問題のフィードバッ
ク

消費者の権利と責任の
内容を説明でき，企業
の社会的責任との関係
を踏まえて，望ましい
消費行動について述べ
ることができる。

＜予習＞
①前回授業以降の気になるNEWSを調
べるとともに，消費者庁リコール情
報サイトからリコール情報を1件確
認する
②新聞・ネットなどで，過去の消費
者運動について調べる
＜復習＞
テキストの第3章・第4章および配布
したレジュメを読み返し，消費者の
8つの権利と5つの責任の内容を確認
し，企業の責務やCSRの意義とあわ
せて，自らの消費行動を振り返る。

180

実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力
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学期末試験に向けて
（筆記試験を行うにあたって，問題数
や配点，問題の傾向についてお話しし
ます）
　　＆
グループディスカッション（サブス
ク・定期購入トラブルと消費者行動）
＊サブスク契約や定期購入に関するア
ンケート結果をもとに消費行動の傾向
を分析し、トラブル防止に向けた対策
や消費者教育のあり方について議論す
る。

グループディスカッション＆レ
ポート作成
＜レポートの作成方法の参考＞
【津田塾大学 ライティングセン
ター 】レポートの書き方
https://twc.tsuda.ac.
jp/news/202007/20200708000000
455.html
＊本レポートにタイトルページ
や目次，参考文献をつける必要
はありません。文章構成の参考
に使用してください。

サブスク・定期購入に
関する消費者トラブル
の特徴を理解し、その
原因と防止策を自分の
言葉で説明できる。

＜予習＞
サブスク契約や定期購入に関
するニュース・事例を調べ、
どのような消費者トラブルが
起きているかを把握しておく
＜復習＞
ディスカッションで扱ったト
ラブルの原因と防止策を整理
し、今後の消費行動において
注意すべき点をまとめる。
（レポート課題）

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性


